
I参考様式第5-2号I

地域計画

策定年月日 令和7年3月31日

更新年月日
（ ） 

目標年度 令和16年度

市町村名 いすみ市
（市町村コード） 12238 

地域名 正立寺地区
（地域内農業集落名） （正立寺）

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

1 地域における農業の将来の在り方

(1)地域計画の区域の状況

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域）

①農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積

②田の面積

③畑の面積（果樹、茶等を含む）

④区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計

⑤区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計

（参考）区域内における0オ以上の農業者の農地面積の合計

Iうち後継者不在の農業者の農地面積の合計
（備考）

注1：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記
一

載してください。
2：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
3：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。

24.40894 ha 

13.71818 ha 
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1.5707 ha 
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- ha

- ha
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4：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
備考欄にその旨記載してください。
5：（参考）の区域内における0オ以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
6:「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

(2)地域農業の現状及び課題

・当地区は山に囲まれているため、各地で獣害が問題となっている。
・農道においてイノシシが農道を掘ってしまう、道が狭く重機が通れる幅がないといった状況である。また、大雨の影響
で崩れてしまうことがあるので農道の管理が難しい。
・現状高齢化、担い手不足は深刻ではないが、今後担い手を増やしていくことが課題。

(3)地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）
•水稲を中心にそば、花（千両）といった畑作も継続して取り組む。
・当地域の「竜米」を特産品としてアピールしていきたい。
•新規就農希望者を積極的に受け入れ、担い手を育成しつつ、農地の集積·集約化に取り組み、地域一体となって農
地を利用する仕組みの整備を図る。
・農道の補修について地域での話合いを通じながら検討していく必要がある。

2農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

(1)農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針
農地中間管理機構への貸付けを進めつつ、担い手への農地の集積・集約化を基本とし、担い手の農作業に支障がな
い範囲で農業を担う者により農地利用を進める。

(2)担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標
現状の集積率 I 1.6 ％ I 将来の目標とする集積率 I ％ 

(3)農用地の集団化（集約化）に関する目標
担い手となる農家を中心に集約化を進めていく。
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